
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１２６０１

若手研究(B)

2014～2012

高齢者における情報通信機器インタフェース操作に関する脳内認知情報処理メカニズム

Cognitive mechanisms underlying using of information and communication technology 
equipment for the elderly

１０４０３５９４研究者番号：

上田　一貴（UEDA, KAZUTAKA）

東京大学・工学（系）研究科（研究院）・講師

研究期間：

２４７００５９０

平成 年 月 日現在２７   ６ １０

円     3,300,000

研究成果の概要（和文）：高齢者における情報通信機器操作時の認知的負荷が少ないインタフェースを開発するための
基礎検討を行った．加齢により低下する認知機能の中でも，視覚的注意，ワーキングメモリ，遂行機能に焦点をあて，
インタフェースの選択肢数，ステップ数，言語的・非言語的メッセージなどのパラメタを変化させた評価課題を作成し
，課題遂行中の情報処理過程を明らかにした．また，主観・行動・生理指標を用いた情報処理過程の評価手法の開発も
行った．

研究成果の概要（英文）：We performed basic study for the development of interfaces that require little 
cognitive load on aged persons when operating information and communication technology devices (cell 
phones, smart phones, tablet terminals, etc.). Specifically, among cognitive functions that decline with 
advancing age, we focused on visual attention, working memory, and executive functions when creating 
evaluation tasks with variable parameters for an interface, including number of possible selections, 
number of operating steps, language-based and non-language messages, etc.; we then clarified the 
information-processing processes employed in task execution. Further, using subjective, behavioral, and 
physiological indices, we also developed methods for evaluating information-processing processes.

研究分野： 認知神経科学
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１．研究開始当初の背景 
日本では急速に高齢化が進んでおり，2010

年では 5 人に 1 人が高齢者という高齢社会を
迎えている（内閣府，2011）．高齢者の急激
な増加への対策として，加齢に伴う身体的機
能・感覚的機能・認知的機能などの低下によ
り生じる様々なバリアを取り除いたバリア
フリー社会の構築が急務と言える．一方で，
わが国においては 90 年代半ば以降，携帯電
話やインターネットなどの普及に伴い，高度
情報化社会が実現しつつあり，いつでも，ど
こでも多様な情報を入手することができ，ま
た他者とコミュニケーションを取ることが
できるようになった．このような高齢化と高
度情報化に向けて，携帯電話，スマートフォ
ン，タブレット端末，車載情報機器などの情
報通信機器は，様々な身体・感覚・認知機能
の低下がみられる高齢者にも対応した使い
やすいインタフェースの設計が必要である．
本研究課題では，高齢者における情報通信機
器インタフェースによる情報入出力時に，加
齢による諸機能の低下を補償できる認知的
負荷が少ないインタフェースの開発のため
の基礎知見となる高齢者の認知情報処理メ
カニズムの検討とその評価手法の構築を目
標とした． 
 
２．研究の目的 
 本研究課題の目的は，携帯電話やタッチパ
ネル式インタフェースなどの操作時におけ
る情報の入出力を想定し，加齢により低下が
みられる認知機能の中でも，前頭葉機能（視
覚的注意機能，ワーキングメモリ機能，遂行
機能）に焦点をあて，それらの認知情報処理
過程を検討するところにある．これにより，
高齢者の認知特性を考慮した新しいインタ
フェース開発への道筋をつけることをねら
いとしている． 
 
３．研究の方法 
 高齢者が携帯電話におけるソフトウェア
部分であるアプリケーションを操作する際
のアクセシビリティを向上させるためには，
高齢者の認知特性にも焦点をあてたインタ
フェース評価が必要である．本研究課題では，
まず高齢者を対象とした携帯電話アプリケ
ーションのインタフェース評価尺度を作成
し，高齢者の認知特性を勘案した主観的評価
手法を構築した．さらに，インタフェースの
種々のパラメタを変化させたアプリケーシ
ョンを作成し，60 代の高齢ユーザに評価を行
ってもらった．また，高齢者における自動車
の車載情報機器の利用を想定し，運転や車載
情報機器操作時の認知負荷量（視空間ワーキ
ングメモリ負荷量）を計測する行動的評価手
法（ドライビングシミュレータ，車載情報機
器シミュレータ，タッチパネル式ワーキング
メモリ課題を使用）を構築し評価を行った．
さらに，情報通信機器インタフェースの選好
に関わる認知情報処理を計測する生理的評

価手法（脳波計測）の構築を行った． 
 
４．研究成果 
 60 代の高齢ユーザを対象とした調査によ
り，3因子 20項目で構成されるエルダー向け
携帯電話インタフェース評価尺度を作成し
た．これは，視覚，聴覚，操作性に関する項
目に加え，視覚的注意機能，ワーキングメモ
リ機能，プランニング機能に関する項目が含
まれる．分析の結果，注意，ワーキングメモ
リ，プランニング機能に関わる因子が主観的
な使いやすさに寄与していることが明らか
になり，アプリケーションの使いやすさに関
して，高齢ユーザの認知機能に焦点を当てる
ことの重要性を示すことができた．インタフ
ェースの選択肢数，操作手順数，言語的・非
言語的メッセージなどのパラメタを変化さ
せたアプリケーションを用いた評価では，操
作手順数の少なさが，操作のわかりやすさや
操作の進行状況の理解に大きく寄与してお
り，ワーキングメモリ機能やプランニング機
能の認知的負荷の軽減により，操作性向上が
期待できることが分かった．また，自動車の
運転時の車載情報機器インタフェース操作
時における認知的負荷について，視空間ワー
キングメモリ機能に焦点を当てた検討を行
い，様々な状況における運転に伴うワーキン
グメモリ負荷量および種々のパラメタを変
化させた車載情報機器インタフェース操作
に伴うワーキングメモリ負荷量を定量化す
ることができた．車載情報機器インタフェー
ス上の情報提示として，文字などの記号情報
よりもアイコンなどの図形情報の処理の認
知的負荷が高いことなどが明らかとなった．
これらの知見により，様々な状況における運
転時の認知的負荷と車載情報機器操作に対
する認知的負荷を考慮した低ディストラク
ション（運転への注意が散漫な状態の低減）
のインタフェース設計につなげることがで
きる．さらに，脳波計測による脳機能評価実
験により，製品に対する評価時に，前頭葉お
よび側頭葉の活動がみられることを明らか
にし，前頭葉機能および記憶機能の関与を確
認した．本研究課題では，高齢者にとってア
クセシビリティの高い情報通信機器インタ
フェースを設計するための基礎知見を示す
ことができた．また，本研究課題で構築した
主観，行動，生理的指標による認知情報処理
過程の評価手法を用いることにより，さらな
る知見の蓄積が期待できる． 
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